
 

 

物  質  名 アジポニトリル ＤＢ－1 

別  名 

ヘキサンジニトリル 
アジピン酸ジニトリル 
テトラメチレンジシアニド 
1,4-ジシアノブタン 

CAS 番号 111-69-3 
PRTR 番号 第 1 種 10 
化審法番号 2-1512 

構 造 式 
 
 

 
 

分子式 C6H8N2 分子量 108.14 
沸点 295℃ 1) 融点 1～3℃ 1) 
蒸気圧 6.79×10-4 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 4.42 mg/m3（25℃） 

分 配 係 数（log Pow） 水に自由混和 3)のた

め測定されず 水溶性 80 g/L（20℃）4) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 172 mg/kg 5)  
 ラット 経口 LD50 155 mg/kg 5)  
 ラット 吸入 LＣ50 1,710 mg/m3（4h）5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.5、5、50 mg/L の濃度で飲水に添加して 2 年間投与した結果、0.5 mg/L 以上の

群で雄ラットの 4、28、20％、雌ラットの 28、32、20％が死亡し、0.5 mg/L 以上の群の雌及

び 50 mg/L 群の雄で副腎の変性を認めたが、体重、飲水量、血液検査及び相対臓器重量に影

響はなかったとする限られた情報の報告がある 6) 。 
・雄ラットに 0、30、100、300 mg/m3 を 5 日間（6 時間/日）吸入させ、2 日休止してさらに 5

日間吸入させた結果、100 mg/m3 以上の群で血中の尿素窒素及びリンパ球の増加、好酸球比率

の減少、300 mg/m3 群で血糖値、クレアチニン及び尿中グルコースの増加、赤血球及び白血球

数、ヘモグロビン濃度の減少、尿浸透圧の低下を認めたが、すべての群で病理検査に異常は

なかった 7) 。この結果から、NOEL は 30 mg/m3（暴露状況で補正：6.3 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、64、114、493 mg/m3 を 4 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、493 mg/m3

群で雄の全数、雌の半数が 1 週間後までに死亡し、114 mg/m3 群の雄及び 493 mg/m3 群の雌で

平均赤血球ヘモグロビン濃度、ヘモグロビン濃度、ヘマトクリット値の減少、脾臓のヘモジ

デリン色素及び髄外造血、493 mg/m3 群の雌で体重増加の抑制などの有意な変化を認めた 8) 。

この結果から、NOAEL は 64 mg/m3（暴露状況で補正：11 mg/m3）であった。 
・ラットに 0、12.9、30.6、99 mg/m3 を 13 週間（6 時間/日、5 日/週）吸入させた結果、死亡や

毒性症状はみられず、体重や解剖所見、組織にも影響を認めなかったが、99 mg/m3 群の雌で

貧血（赤血球数、ヘモグロビン濃度及びヘマトクリット値の減少）を認めた 8) 。この結果か

ら、NOEL は 30.6 mg/m3（暴露状況で補正：5.5 mg/m3）であった。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・雌ラットに 0、30、50、80 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 19 日目まで強制経口投与した結果、

50 mg/kg/day 群で 1 匹、80 mg/kg/day 群で 2 匹の母ラットが死亡し、80 mg/kg/day 群の母ラッ

トでは 1 匹に重度の肺鬱血、もう 1 匹では腹膜炎及び心膜炎を認めた。母ラットの外見や行
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動、体重増加、黄体数、着床数、着床後胚損失率、胎仔の生存数、性比に影響はなく、奇形

の発生率増加もなかったが、80 mg/kg/day 群の胎仔体重は有意に低かった 9,10)。この結果から、

NOEL は 50 mg/kg/day であった。 
・雌ラットに 0、13、31.8、104 mg/m3 を 22 日間（6 時間/日）吸入させ、未暴露の雄と交尾させ

た結果、交尾率、妊娠率、生存胎仔数、着床前後の胚損失率に影響を認めなかった 8) 。この

結果から、NOEL は 104 mg/m3（暴露状況で補正：26 mg/m3）であった。 
・雄ラットに 0、12.9、30.6、99 mg/m3 を 74 日間（6 時間/日、5 日/週）吸入させ、未暴露の雌

と交尾させた結果、交尾率、生存胎仔数、着床前及び着床後の胚損失率に影響を認めなかっ

た 8) 。この結果から、NOEL は 99 mg/m3（暴露状況で補正：18 mg/m3）であった。 

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・作業中に数 mL の本物質を誤飲した 18 才の男性では、約 20 分後に嘔吐し、胸部締付感、頭

痛、かろうじて立ってられる程度の脱力感、眩暈があった。診断の結果、チアノ－ゼを起こ

しており、頻脈、頻呼吸、低血圧、散瞳、断続的な手足及び顔面の緊張性収縮、錯乱がみら

れたが、胃洗浄とチオ硫酸ナトリウム及びグルコースの静脈投与により快復した 11) 。 
・本物質の皮膚暴露による 7 症例が報告されており、うち 6 例では、5～15 分間の暴露で皮膚

の刺激や炎症がみられたが、入院は必要でなかった。残る 1 例では、片方の靴が本物質でず

ぶ濡れになったことから足に広範な皮膚組織の破壊が生じ、外科処置が必要となって 117 日

間の休業を余儀なくされた 12) 。 

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価： 評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH 13) TLV-TWA 2 ppm（8.8 mg/m3）  
 日本産業衛生学会 －  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、暫定無毒性量等の設定はできなかった。 
 吸入暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 30.6 mg/m3（貧血）を

採用し、これを暴露状況で補正して 5.5 mg/m3 とし、さらに試験期間が短いことから 10 で除し

た 0.55 mg/m3 を暫定無毒性量等に設定する。 
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